
・読書ですがせりふを口に出して読むことで1人で

はなく、２人や３人と一緒に楽しく読めました。 

（６年生） 

・本を読むのが苦手なので私と一緒に読みました。

鼻の奥にボタンがあるからいつも鼻をほじってしま

う・・・っていうところが気に入ったようで笑っていま

した。とても楽しめました。            （１年生） 

・最初適当に読書していたので、当面は読み聞か

せで読書の習慣をつけていきたいです。（１年生） 

・同じ本を 2 回読み聞かせしてもらいました。いつ

もと逆の立場も新鮮でした。          （２年生） 

 

 

・今までは少し長いと途中でやめていましたが、読めるように

なってうれしいです。                       （１年生） 

・私が子供の頃から好きな本を読んでくれたこともうれしか

ったし、その本を自分で読めるようになったことに成長を感じ

ました。                                 （１年生） 

・夜寝かしつけのときに読んでいた本ですが平仮名を覚えた

ので長い文でも最後まできちんと読んでいて成長を感じまし

た。                                    （１年生） 

・ふだん本を読むことがないのですが、たまには並んで一緒

に読むのもいいなと思いました。              （４年生） 

 

 

・「ひゃっくん」 

お金に関する楽しい話でした。子供の印象にも残

る本だと思います。金は天下の回り物ですね。 
（１年生） 

・「どこからきたの？おべんとう」 

ひとつのお弁当ができるまでたくさんの人の手が

かかっていることを知り、びっくりしている様子で

した。あたたかなイラストでお弁当が食べたくなっ

ていました。                      （２年生） 

・「こじかじじっこ」 

動物好きにはぴったりのかわいらしい本でした。

読書もいいけれど、みんなで楽しめる時間になり

よかったです。                    （３年生） 

・「ほねほねザウルス」 

大好きな本なので夢中で読みました。久しぶりに

一緒に読みました。                （４年生） 

 

 

 

 

 

      １０月から始まりました、家族で一緒に読書を楽しむ「おうち読書」に協力していただき、あり

がとうございました。「習い事もあるのに･･･」「ゲームを止めさせて読書をさせるのは･･･」など、

きっと不安な思いをされた方もあったのではないでしょうか。そこで、参加していただいたみなさ

んのメッセージを紹介します！「おうち読書」にやる気がわいたぞ～となったら嬉しいです。 

目指すのは、「読書の習慣化」ですが、嫌なことでもがんばらせる習慣化ではなく、好きになって時間がある

ときにふと本を手に取ろうとする習慣化です。「ちょっとこの本好き。」や「読書っておもしろいかも。」を目指

して、がんばらないけれど、がんばりましょう。１１月は６日・７日と２０日・２１日が「おうち読書の日」

です。（６年生は修学旅行の日と重なるので、できる範囲でお願いします。） 

 

 

・普段本を読む機会が少なくなっていました。テレビを消

して、静かな空間で読むことの大切さを感じました。これ

からも少しずつ本を読む時間をつくりたいと思います。 

（３年生） 

・テレビも音楽も流れていない静かな部屋に集まってめ

いめいに読書するのはとても新鮮でした。また次の機会

が楽しみです。                        （６年生） 

・おもしろかったところ、出てくるキャラクターについてにこ

にこと話してくれる姿にこちらも嬉しくなります。本のこと

について親子で話ができるのもすてきな時間だと思いま

す。                                  （３年生） 

・授業 1時間分集中して読んでいました。おかげでこちら

も集中して（邪魔されずに）本を読むことができました。           

（３年生） 

・緊急事態宣言中に会えなかった祖父母と、本を通して

大切な時間を取れてよかったと思います。   （２年生） 

どくしょ 

すてき！な時間に こんなおうち読書も！ 

裾野市立東小学校 １０月号 

大きくなったね･･･ 

おすすめの本！ 


